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博士学位請求論文要旨「医療ソーシャルワーカーの実践能力変容過程に関する質的研究」／保正友子
●博士学位請求論文要旨
医療ソーシャルワーカーの実践能力変容過程に関する質的研究
序章研究の背景・動機・目的・意義
近年、国民の疾病構造の多様化・複雑化が進み、
それに対応して医療政策も変化してきた。また、
医療を受ける側の意識や状況も変わってきている。
このような状況のなかで､医療ソーシャルワーカー
(以下、MSW)の業務も多大な影響を受けている。
そして、MSWには時代の流れに応じた的確な援助
が要請されており、高い実践能力が求められてい
る。
昨今では、職能団体等が実施する研修が充実し、
多くの新人や中堅MSWが研修に参加し、懸命に
実践能力の習得・向上に務めている。しかしなが
ら一生懸命に学んでも、その成果を実践で生かせ
ず右往左往するMSWの姿は、筆者が一般病院の
MSWだった20年前も今も、変わらず見受けられる。
とりわけ、新人MSWにとっては、実践能力の習得・
向上が職業遂行に直結する不可欠な課題であるに
もかかわらず、学んでも十分に実践できないこと
が多い。
それでは、周囲から実践能力が高いと認められ
ているベテランMSWは、一体どのようにして実践
能力を高めてきたのであろうか。どんな人でも最
初は新人であり、試行錯誤しながらも、その人な
りの方策を見出してきたはずである。そのため、
ベテランMSWが行ってきた、効果的な取り組みを
明らかにすることにより、実践能力を高める示唆
が得られると考えた。
筆者はこのような課題意識をもち、これまでに
ソーシャルワーカー(以下、SW)一般の専門的力量
形成過程の解明にむけた研究に取り組んできた。
しかし、その結果がMSWに該当するかどうかの検
証は行っていない。また、日本における先行研究
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を調べたところ、多領域におけるSWの実践能力の
解明に関する研究、実践能力の変容過程に関する
研究、経験年数による実践能力の異同に関する研
究が存在した。しかしながらそれらの結果は、SW
一般の実践能力に関する部分的解明に留まってお
り、MSWが新人からベテランになる過程で、何を
きっかけにして、どのように実践能力を変容させ
てきたのかという変容の道筋については、総合的
には明らかにされていない。そして、実践能力に
は様々なものが存在するが、それらはどのような
ものであり、いつ頃どのような能力が習得される
のか、能力と能力の間にはどのような関連性があ
るのかについても、明らかにされていない。
以上の背景と動機に基づき、本研究ではMSW
の実践能力全体の変容過程、各能力の変容及び能
力間の関連性、変容のきっかけとなる契機(以下、
変容促進契機)の解明を目的にする。具体的には、
急性期病院に勤務するベテランMSW17人と中堅
MSW4人の計21人を対象とし、新人期以降の実践
能力変容過程について、半構造化面接調査を行っ
た。そこで得られた、ベテラン17人のデータに基
づき事例検討を行うことにより、実践能力変容過
程には多様な筋道があることを示し、変容促進契
機の抽出を行う。さらに、ベテランと中堅のデー
タを木下康仁の修正版グラウンデッド・セオリー・
アプローチ(以下、M-GTA)を用いて分析し、新人
期からベテラン期にかけてのMSWの各能力の変化
の詳細と能力間の関連性を明らかにする。
研究の意義は、次の2点である。①現在、実践能
力を向上させている途上にあるMSWに、これから
先の実践能力変容のヴィジョンを提供することが
できる点。②一個人の努力に留まらず、MSW全体
を視野に入れた実践能力向上の支援システム形成
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にむけての資料が得られる点。とりわけ、変容促
進契機の解明により、多くのMSWに共通する変容
促進契機に出合う機会を増やすことで、実践能力
の習得・向上を促すことが可能になる。
なお、序章では研究で扱う3つの事象である、①
実践能力変容過程、②各能力の変容及び能力間の
関連性、③MSWの介入レベルのイメージを明らか
にした。
第1章研究の理論的枠組み
第1章では、先行研究の整理検討に基づき、研究
の理論的枠組みを提示した。
第1節では､研究で使用する用語の定義を行った。
MSWの実践能力は3つの要素から構成されており、
次のように定義した｡｢MSWに対する要求や義務
を遂行するための、①価値・知識・技術を適切に
統合して発揮し、②各種システムとの関係構築を
行い、③専門的自己を確立する能力｣。また、新人
期・中堅期・ベテラン期は、次のように定義した。
新人期は、「状況に適切な対応をするための実践経
験が乏しいため､程度の多少を問わず､誰かの指示・
指導のもとでかろうじて実践ができる段階｣。中堅
期は、「意識的に全体的な状況を捉えながら、自ら
のソーシャルワーク実践を行い、新人期のMSWを
指導できる段階｣。ベテラン期は、「一つ一つの状
況を直感的に把握して正確な問題領域に的を絞っ
て実践し、リーダーシップを発揮して中堅期の
MSWを指導できる段階」である。
第2節では、SWの実践能力に関する先行研究の
整理・検討を行った。第1項では「SW一般の実践
能力の解明に関する研究｣について､第2項では｢SW
一般の実践能力変容過程に関する研究」について、
第3項では「MSWの実践能力変容に関連する研究」
について、第4項では「SW一般の実践能力評価の
動向」について述べた。
第1項「SW一般の実践能力の解明に関する研究」
の整理・検討の結果、SWの実践能力の特性とし
て、4点が明らかになった。①SWの実践能力は、
上位と下位のレベルの異なる構成要素の収束によ
る、重層的な構造になっている。②SWの価値意識
と認識のありよう、すなわち実践能力のスタンス
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を捉えるには､援助観･実践観の把握が必要である。
③SWが自らの暗黙知を可視化するためには、それ
を可能にする他者との相互関係性という環境整備
が必要である。④SWの実践能力は技術(スキル)に
よって具現化されている。技術(スキル)には可視化
できるものとできないものが含まれ、両者を捉え
ることが必要である。しかしながら①から④につ
いて、MSWに焦点化した詳細は不明である。
第2項「SW一般の実践能力変容過程に関する研
究」の整理・検討の結果、次の3点が明らかになっ
た。①SWの実践能力変容過程には、3年目と、6年
目・7年目頃に節目がある可能性が示唆されている。
また、経験年数10年前後でMSWの認識の差異が存
在することや、ターニングポイントは5年前後であ
ることが示唆されている。しかしながら、変容の
節目と認識の差異が生じる時期との関連は不明で
ある。②SWの実践能力の変容には、単に経験年数
を経て知識・技術を増やすだけでなく、自己効力
感の存在と省察･洞察が必要である。しかしながら、
MSWの実践能力変容過程において、自己効力感の
育つプロセスや省察・洞察の詳細は、十分に明ら
かにされていない。③MSWの実践能力には多様な
要素があり、早い時期に習得するものと経験年数
を経るにつれて習得するものがある。しかしなが
ら、いつ頃から何がきっかけで、どのような能力
が習得されるのかは不明である。
第3項では「MSWの実践能力変容に関連する研
究」として、スーパービジョン受講によるMSWの
変容や病院組織との関係構築という、ある事柄に
特化した変容過程を解明する研究や、MSWの困難
性についての研究を概観した。
第4項では「SW一般の実践能力評価の動向」と
して､現場で働くSWの実践能力評価の取り組みと、
ソーシャルワークを学ぶ学生の実践能力評価の取
り組みを取り上げた。
第3節では、先行研究の整理・検討に基づき、以
下の4点のリサーチクエスチョンを設定した。①
MSWの実践能力の関連性とはどのようなものか。
②MSWの実践能力変容過程とはどのようなもの
か。③MSWの実践能力の変容促進契機とはどのよ
うなものか。④MSWの実践能力変容の節目と変容
促進契機の関連性はどのようなものか。
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第2章研究方法
第2章では、研究方法とその採用根拠を述べた。
第1節では、研究対象について述べた。研究対象
はSWとしてのアイデンティティが他領域で働く者
より明確であり、筆者に実践経験があるMSWとし
た。また、療養型病院や回復期リハビリテーショ
ン病院と比べて、急性期病院は絶え間なく多様な
要素(患者、家族、多職種、多機関、時間的要素等）
が関係しあい、MSWには即応的な判断が求められ
る現場である。そのため、多様な要素の影響を受
けるMSWの実践能力変容過程が、明瞭に把握でき
るのではないかと考え、急性期病院勤務のMSWに
焦点化した。
研究協力者は、経験年数15年以上のベテラン
MSW17人と、経験年数8年からll年の中堅MSW4
人の計21人である。中堅には、ベテランのデータ
を補足する目的で調査を行った。ベテランの選定
は、以下の3要件全てを満たすこととした。①15年
以上のSW経験があり、その大半がMSW経験であ
ること。②現在、急性期病院(急性期病床を有する
病院を含む)でMSWを行っていること。③ベテラ
ンとしての質的担保のため、以下のいずれかの条
件に該当すること(各種の職能団体や委員会で委員
等を行い、リーダーシップを発揮している人。大
学院修士課程以上の在籍経験がある人。自らの実
践を論文にまとめて発表した経験や、学会発表を
行った経験がある人。スーパーバイザーとしての
経験や、研究会を主宰した経験がある人。上記に
類する活動を行っている人)｡中堅の選定要件は、
①の年数が8年からll年であること以外は、ベテラ
ンに準じている。
第2節では､データ収集方法について述べた。デー
タ収集は、2009年から2010年にかけて、1人につ
き2時間程度の半構造化面接を実施した。インタ
ビューガイドは3点である。①新人期から現在の実
践にかけての違いはあるのか。違いがあるとすれ
ば、どのような実践内容に違いがみられるのか。
②違いがあるとすれば、その変化に影響を及ぼし
た患者・家族、職場内外の関係者との間で、どの
ような相互作用があったのか。③MSW業務につい
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て、現在どのような認識を持っているのか。
第3節では、データ分析方法について述べた。第
1項では、多様な質的分析方法の詳細を説明し、な
かでもグラウンデッド・セオリー・アプローチを
採用する理由を述べた。第2項では、第3章と第4
章での分析方法の違いについて図表を示して説明
した。第3項では、第3章の事例検討の方法につい
て説明した。事例検討の方法は、ベテラン17人の
実践能力変容について語った部分をデータから抽
出し、時系列にそって要約した表を1人につき1枚
作成し、各人の実践能力変容過程を事例で紹介し
た。そして共通する要件に該当する4人の事例の照
合により、新人期・中堅期・ベテラン期の特徴を
見出した。さらに、17人の表より変容促進契機を
抽出した。第4項では、第4章で採用したM-GTAに
ついて説明した。採用の理由は、M-GTAは本テー
マのような文脈依存的なプロセスを明らかにする
には適応性が高く、最終的な結果は概念とカテゴ
リーの統合された関係として結果図が示されるた
め、MSWの実践能力変容と各能力間の関連性を明
示することができると考えたためである。そして、
M-GTAの手順や活用する用語や概念名の説明を
行った。
第4節では、研究方法の長所と短所を述べた。ベ
テランMSW対象の半構造化面接調査を行い、質的
分析を行い、ベテランである現時点から新人期・
中堅期を振り返って語る、研究方法の長所は3点あ
る。①同じ人物の新人期から、中堅期、ベテラン
期にかけての実践内容の違いを、時系列に沿って
浮き彫りにすることが可能な点。②アプローチの
違いをもたらした変容促進契機を掘り下げること
により、実践能力の変容に影響を及ぼす仕組みを
探ることができる点。③時系列での実践能力変容
過程を把握することが可能な点である。
一方、研究方法の短所は以下の2点である。①実
践能力変容の客観的基準がない点、②限られた研
究者数では一般化ができにくい問題である。
第3章事例にみる医療ソーシャルワーカー
の実践能力変容過程
第3章では、MSWの実践能力変容過程と変容促
進契機について、事例分析により明らかにした。
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これにより、実践能力変容過程には多様な筋道が
あることを提示した。
第1節では､ベテラン17人の調査データに基づき、
'人につき1枚の実践能力変容過程の表を作成した。
その上で、実践能力変容過程の詳細を各人の事例
によって示した。
第2節では、同じ要件(年代、性別、経験年数)に
該当する4人の事例を照合させ、新人期．中堅期．
ベテラン期の実践能力の変化を明らかにした｡4人
の表から実践能力変容過程を概観したところ、新
人期からベテラン期にかけて2つのターニングポイ
ントが存在した。新人期から中堅期にかけての「実
践の見直し」と、中堅期からベテラン期にかけて
の「管理的立場への移行と実践の見直し」である。
そして、それぞれの期の変化を実践能力の定義に
含まれる3つの要素である、①価値．知識．技術を
適切に統合して発揮、②各種システムとの関係構
築、③専門的自己の確立の観点から明らかにした。
これらについては、第4章で見出した知見と統合さ
せた結果を、第5章で述べる。
第3節では､17人の表より変容促進契機を抽出し、
以下の2点より整理した。①変容促進契機の抽出：
6項目の契機「学びの活動｣、「ケース対応｣、「他者
からの影響｣、「社会的活動｣、「時代の影響｣、「職
場環境の変化」が見出された。②経験年数と変容
促進契機との関連性：変容促進契機は、「主として
特定の時期に影響を及ぼす契機」と「恒常的に影
響を及ぼす契機」の二つの性質があった。
第4章修正版グラウンデッド・セオリー
アプローチに基づく分析結果と考察
第4章では、M-GTAの分析に基づき、新人期か
らベテラン期に至る過程での各能力の変容及び詳
細と能力間の関連性を明らかにした｡M-GTAに
おける分析焦点者は「急性期病院勤務のベテラン
MSW｣､分析テーマは「急性期病院勤務のMSWが、
患者・家族・職場内外の関係者や、それ以外の要
素との相互作用を経るなかでの実践能力の変容と
各能力の関連性」である。
第1節では、MSWの実践能力の各能力の変容の
詳細及び能力間の関連性の概念リスト、ストーリー
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ライン、結果図を示した。ベテラン17人、中堅4
人の計21人のデータ分析より、23の概念と5のカテ
ゴリーを生成した。それに基づくストーリーライ
ンは以下のとおりである。なお、概念は「」、カ
テゴリーはく＞で示す。
急性期病院に勤務するMSWの新人期からベテラ
ン期に至る各能力の変容の詳細及び能力間の関連
性とは、＜介入の安定化＞をはかりながら、＜業
務展開基盤の形成＞を行い、＜専門的自己の生成
＞を行うことであり、この3つのコア・カテゴリー
の相互作用である。そして、それらに影響を及ぼ
すのが、実践能力の向上に作用するく実践能力見
直し作業＞と、向上にも抑制にも作用するコンテ
クストとなるく院内外からの要請への対応＞であ
る。
実践能力変容の核には、専門的知識・技術・価
値を統合して発揮するく介入の安定化＞がある。
そこでは、新人期にはただ傾聴するだけの面接が、
徐々に相手の状況を洞察しながらの面接ができる
ようになる「洞察的面接へのシフト」が可能になり、
これにより気づきが得られて着眼点が増え、さら
にはそれに基づき相手に対して提示できる情報の
選択肢が増える｢発信力の増大｣がみられる。また、
実践を行う際のツールである臨床に即した知識・
技術が増え、質が向上する「介入ツールの豊穣化」
がある。「発信力の増大」は「介入ツールの豊穣化」
と相互に影響を及ぼしあっている。
それらの影響を受けて、自らの主観に基づく実
践から､事実や理論に基づく「根拠型実践への転換」
が実現する。そこでは、新人期に先の見通しなく
実践を行う状態から、根拠に基づいたケース予測
が行えるようになる「ケースの予測化」が可能に
なる。
次に、より業務をスムーズに遂行するためと、
実践能力変容が可能な環境作りをするために、＜
業務展開基盤の形成＞を行う。これは、周囲の関
係者との人脈を広げ関係性を強める「人脈蓄積」
を行いながら、自らが関わる院内外の組織やコミュ
ニティという「環境理解の深化」を行う。
その結果、効果的に物事を運ぶよう戦略をめく、
らせるようになる｢戦略の意識化｣がなされていく。
また、患者・家族や関係者に対する「MSW評価の
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伝達化」が可能になり、成果を示すことで、信認
されなかった状態から周囲の「信認獲得」を行っ
てい<｡
そして､専門職としてのスタンスやアイデンティ
ティを確立するく専門的自己の生成＞を行う。新
人期の業務の線引きや患者・家族との距離がH愛昧
な状態から、業務範囲を明確にして、何でも引き
受ける「何でも屋からの脱却」をはかる。それに
より、対象との距離が近すぎる見方や遠すぎる見
方から、客観的に見られるようになる「客観的視
座への移行」と、自分自身が問題解決の主体であっ
た状態から、患者・家族が問題解決に取り組む主
体となれるような「黒子への転化」がみられる。
一方で、「何でも屋からの脱却」の影響や、ポジ
シヨン変更により先輩や管理職になることにより、
腹を括って物事に取り組むようになる「上に立つ
腹括り」を行う。その結果、自分だけでなく相談
室内外の誰もが質の高い援助を行い、それが維持
できる状態を志向する「業務水準の保持志向化」
がみられる。また、「上に立つ腹括り」と相互に影
響を及ぼすものとして、MSWとしての視点が、ミ
クロレベルからメゾレベル、マクロレベルヘと広
がっていく「MSW視点の傭臓化」がある。
それらの結果、新人期には自信が無いために專
門職として気負っていたものが､徐々に「自信獲得」
を行っていく。それと同時に、余裕がなく他者を
受けとめられなかった状態から、受けとめられる
ようになる「受けとめ力の酒養」がなされる。
以上の3つのコア・カテゴリーが相互に影響を及
ぼし実践能力変容が進むなかで、必要に応じて立
ち返ることで、実践能力の向上に作用するのがく
実践能力見直し作業＞である。自らの力量や置か
れている状況の「限界認識」を行うとともに、自
らのあり方を振り返り吟味する「自己省察」によ
り実践能力を見直す。その後に、「新たな学び・活
動の実施」により実践能力を向上させている。「新
たな学び・活動」が「限界認識」や「自己省察」
に影響を及ぼすこともある。
また、実践能力の向上にも抑制にも作用するコ
ンテクストとなるものが、＜院内外からの要請へ
の対応＞である。これは、病院内外での立場や業
務内容の変化に対応する「ポジション変更への対
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応」と、時代の流れのなかで変化する医療・福祉
の「政策動向への対応」を行うことである。＜院
内外からの要請への対応＞はく実践能力見直し作
業＞にも影響を及ぼす。
なお、第3章で見出した変容促進契機は、研究協
力者が新人からベテランに至る過程で出合った客
観的な出来事であり、第4章で生成したく院内外か
らの要請への対応＞とく実践能力見直し作業＞は、
研究協力者が出合った変容促進契機と相互作用を
行う様子を表したものである。
第5章結論
第5章では、研究の結論を述べた。第1節から第4
節では、4つのリサーチクエスチョンの検討結果を
述べ、それぞれの知見に関して先行研究の知見と
の比較検討を行った。
第1節では、「①MSWの実践能力の関連性とはど
のようなものか」について検討を行い、実践能力
を表す3つのコア・カテゴリー＜介入の安定化＞＜
業務展開基盤の形成＞＜専門的自己の生成＞と、
実践能力に作用する2つのカテゴリー＜実践能力見
直し作業＞＜院内外からの要請への対応＞の相互
作用で説明できる旨を述べた。
第2節では、「②MSWの実践能力変容過程とはど
のようなものか」について検討を行い、第3章と第
4章の結果に基づき、MSWの実践能力の3要素の変
容過程の表を作成し説明を行った。その結果、新
人期から中堅期、ベテラン期にかけての「①価値・
知識・技術を統合して介入を安定化させる面での
変容」に関しては、MSWは経験年数を経るにつ
れ、洞察しながらの面接を行い、活用できる理論
や技術のレパートリーが広がり、提示できる選択
肢が増える。また、根拠に基づき先の見通しを予
測しながらアプローチを行うようになることが明
らかになった。また、「②各種システムとの関係構
築にむけて業務展開基盤の形成を行う面での変容」
に関しては、入職当初は職場内での業務内容への
理解が十分でないが、徐々に人脈を広げ信認を獲
得するなかで、中堅期になると対組織を意図した
アプローチがとれるようになり、ベテラン期にな
ると病院内外での承認が進む。また、経験年数を
経るにつれ、自らが対応できるシステムが、ミク
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ロレベルからメゾレベル、マクロレベルヘと拡大
していくことが明らかになった。そして、「③專門
的自己の確立にむけて自己を生成する面での変容」
に関しては、入職当初は自分が一生懸命に取り組
み、自身の実践に焦点化されていた関心が、経験
を経て相談室長になる等の立場の変化により、相
談室としての実践という視点に変化し、客観的な
視座を持ち後方から支えるような専門職としての
スタンスが確立できていく。そして、実践と生活
経験の積み重ねのなかで、自信がもてるようにな
り、自他ともに受けとめられるようになることが
明らかになった。
第3節では、「③MSWの実践能力の変容促進契機
とはどのようなものか」について検討を行い、第
3章で明らかにした変容促進契機を再度提示した。
さらに、暗黙知を可視化する環境としては、MSW
の職業アイデンティティの高まりを手がかりに、
｢MSW評価の伝達化」と「何でも屋からの脱却」
を進めることが可視化に結びつくことを示した。
第4節では、「④MSWの実践能力変容の節目と変
容促進契機の関連性はどのようなものか」につい
て検討を行った。第1項lでは、実践能力変容の節
目と実践能力習得時期について整理した。変容の
節目の年数は明確に区分されなかったが、第3章で
明らかにした実践能力変容過程における2つのター
ニングポイントが見出せた。また、実践能力のな
かには、新人期から見られるものと中堅期以降に
現れるものが存在した。後者については、「根拠型
実践への転換｣、「ケースの予測化｣、「戦略の意識
化｣、「客観的視座への移行｣、「黒子への転化｣、「上
に立つ腹括り」、「業務水準の保持志向化｣、「受け
とめ力の酒養」が該当した。
第1項2では、時期別に影響を及ぼす変容促進契
機について整理した。変容促進契機は、「新人期か
ら中堅期にかけて出合う契機」と「中堅期以降に
出合う契機｣、すなわち「主として特定の時期に実
践能力変容に影響を及ぼす契機」と、「時期にかか
わらず恒常的に実践能力変容に影響を及ぼす契機」
に区分ができた。そして、ベテランl7人がいつど
のような変容促進契機に出合ったのかについての
表を作成し、実践能力変容の向上に作用するく実
践能力見直し作業＞と、実践能力の向上にも抑制
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にも作用するく院内外からの要請への対応＞に関
わる部分を色分けした。そして、比較的前者に多
く出合った人と比較的後者に多く出合った人の図
を作成して違いを明らかにしたが、両者ともベテ
ランとして習得している能力に遜色はなかった。
しかしながら、2人という小数例のためこの点につ
いての精綴な検証は今後の課題である。
第1節から第4節で整理した知見と先行研究との
比較検討では、おおむね先行研究の知見を支持し
ていることが確認できた。
第5節では、研究のオリジナリティとソーシャル
ワーク研究・実践への示唆について、次の4点を述
べた。①新人期からベテラン期に至る、MSWの実
践能力変容過程と各能力の変容の詳細及び能力間
の関連性を明らかにした点。②実践能力変容過程
には多様な筋道があり得ることを示した点。③変
容促進契機について明らかにし、経験年数と変容
促進契機との関連性について整理した点。④実践
能力変容過程には、立場や業務内容、政策動向と
いつたく院内外からの要請への対応＞が、実践能
力変容の向上にも抑制にも関与しているコンテク
ストとなることを明らかにした点である。
そして第6節では、研究の限界と今後の研究課題
について、次の3点を述べた。①急性期病院勤務の
ベテランMSWという対象の限界がある点であり、
今後は他の種別の病院勤務のMSWやリーダーとは
いえないMSW、離職した人達等を対象とした実証
研究を行う必要がある。②MSWとしてのアイデン
ティティと実践能力との関連性が仮説の提示に留
まった点であり、今後はその解明が求められる。
③多数例を対象とした量的調査等、他の方法によ
る調査研究を行うことにより、本結果の検証が必
要な点である。
